
令和７年度

丹波篠山市議会

政務活動報告

===会派無所属：野々村 康===



政務活動の主旨

地域の活動現場に飛び込み、地域の実情・課題を肌に感じ、行政ニーズを把

握する中で、政策立案や政策提言活動を展開します。

今年のテーマは、

① 丹波篠山黒豆栽培の高温対策【令和６年度からの継続取組み】

➁ 丹波篠山市の環境対策

③ 丹波篠山市の防災と福祉

④ 地域住民活動への参加と協働、そして今後の展開

⑤ 研修



【令和６年度からの継続取組み】

① 丹波篠山黒豆栽培の高温
 対策について

【調査・研究】
令和６年度の記録的不作の原因究明と対策につ
いて。

【考察】
高温、小雨等の気象要因が原因であるが、対策
等の的確な情報提供が必要である。





20250312 市議会で一般質問：黒豆の高温、水不足対策について
【対策と情報発信、零細黒豆農家支援などについて質問と提言】









丹波篠山黒豆栽培研修会で紹介されたホスプラス（左）他にビーンズアップ(パワー)も使われている

「ホスプラス」と「カルプラス」は、ともに

OATアグリオ社製の葉面散布用液体

肥料で、「ホスプラス」はリン酸とカリウム

を主成分とし、植物の生育促進や耐

病性向上を、「カルプラス」は有機キ

レートカルシウムを主成分とし、カルシウ

ム欠乏による生理障害（尻腐れな

ど）の予防・改善を目的とした製品で

す。これらは農業や園芸で広く使われ、

作物の状態に合わせて使い分けられま

す。 



1.5㎏／1株

丹波篠山黒枝豆





➁ 丹波篠山市の環境対策

【調査・研究】
身近に迫るクビアカツヤカミキリ調査と桜の剪定
管理及び県道等の雑草対策。



・クビアカツヤカミキリ調査結果調
査地域では発見できませんでし
た。
・ただし、てんぐ巣病を多数発見し
たので剪定除去作業を有志で実
施しました。



・チェーンソーによる作業。



・切断部分の養生作業。



・県道植栽部分以外の雑草繁茂
状況。
場合によっては、通行者の支障
となります。



・柏原土木事務所の了承を得て
雑草の撤去及び除草剤の散布。
１年間で３回実施、今後効果を
検証して参ります。
土木事務所では経費削減から
年１回の除草管理ですが、地域
からの要望にはもっと多くしてほし
い。住民パワーで、安全でまた最
小の経費で何ができるか研究を進
めます。



③ 丹波篠山市の防災と福祉

【調査・研究】
丹波篠山市の防災に対する市民意思やため池等の現状を把握するとともに、福祉現場の市
民みなさんの声を聞き取りました。



令和７年７月６日 篠山東中学で開催されました「丹波篠山市雲部地区総合
防災訓練」に防災士として参加しました。



段ボールベット組立を参加者に要請したところ、すぐにみなさんの協力を得ることが
出来ました。



・令段ボールベットの完成状況。



・参加された防災士のみなさん。今後。防砂士会とのさらなる連携の必要性を感じまし
た。



・令和７年６月17日 老朽ため池の草刈、調査（主に兵庫県土地改良事務所）



・草刈り後、堤体のパイピング状況が確認できました（詳細は県が判断）。



・受益者による除草作業。



令和７年５月１８日
NPO法人スマイルポケット主催のスマイルラボ
お披露目会に参加し、みなさんのお声をお聞
きしました（偶然同席した向井副議長と桐
村議員さん）。



・陽だまりのような「スマイルラボ」。



・令和７年11月30日 丹波篠山市障害者総合支援センター 「スマイルささやま」
で開催された「ふれあい感謝祭」に参加し、みなさんのお声をちょうだいしました。



④ 地域住民活動への参加と協働、そして今後の展開

【調査・研究】
コロナ禍後、地域住民のコミュニケーションが減衰し、地域力が減退しているとの見方がある中
で、地域活動に参加する中で、現状を把握するとともに今後の展開を考察する。



・令和７年９月15日 マネジメントした「敬老のつどい」。対象者57人参加者22人
（参加率39％）内3人が集合住宅居住者。市の補助対象は75歳以上。：経営、管理、組

織運営。







・令和７年９月21日プロヂュースし10年ぶりの開催となった地区「体育祭」。人口・高
齢化率の差から自治会対抗の傾向は減り、単独種目競技やレクレーション運動会が
主流になりつつある。
ただし、地域住民交流には効果大。体振を通じた補助金あり。：企画、制作、運営：グランドゴルフ、ぼっちゃ









・令和７年10月12日マネジメントした地区「秋祭り」。人員の確保。道路使用や保健
所届など煩雑な事務処理。安全管理や歴史の継承など維持管理には高度な協働を
必要とする。









・令和７年11月23日（一）アグリステーション丹波ささやま主催の「アグリフェスタ
2025」子どもの居場所づくり、多世代交流及び学生支援の新たな形態。長期的な経
営維持が課題。：日本財団助成：2023：60,190,000



ガレット調理



・令和７年11月23日 農都の基礎をささえる地区収穫祭への参加





・令和７年11月23日 地区文化祭に参加。若年層から高齢者まで参加しやすいプ
ログラムに工夫0







⑤ 研修

【調査・研究】
視野を広げるための研修。専門知識習得のための研修。



・令和７年11月13日 丹南地区自治会長主催の研修会に参加。対象は朝来市与
布土地区。研修目的は「地域課題の解決と農村集落自立の取組み」地域おこし協力隊：スーパー
フード







「よそ者、若者、馬鹿者」とは、地域活性化や組
織のイノベーション（革新）に不可欠とされる3
つのタイプの人材を指し、それぞれ「外部からの新
鮮な視点を持つ人」「未来志向で行動力のある
若者」「常識にとらわれず挑戦し続ける人」を意
味します。これは、既存の枠組みにとらわれず、
新しい発想や変化を生み出すために重要な存
在とされています。





・令和７年５月31日 神戸市で開催された「2025ひょうご分権自治ホーラム」に参加。
「阪神・淡路大震災 30年目の検証」、「カスハラ」及び「会計年度任用職員制度」などの
専門知識の取得に努めました。



令和７年度 政務活動費の申請・交付状況

令和７年度12月末現在

政務活動費の申請・交付額  ０円

（今年度は、現在まで丹波篠山市議会政務活動費の
交付申請は行っていません。
すべて、自費等となっています。）



ご清聴ありがとうございました。

===会派無所属：野々村 康=== ※野々村農園黒豆の花
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